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横須賀市民生委員児童委員協議会
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§大会の目的

民生委員･児童委員は､地域福祉の推進役の－人として､住民の立場に立ち、

住民一人ひとりが共に安心して暮らすことができるまちづくりに取り組んで

いくことが求められています。また、近年の社会・経済情勢の厳しい状況の

中で生活環境も変化をし、地域社会や住民が抱える課題は複雑で深刻となり、

果たすべき役割はますます大きなものとなってきています。

そこで、横須賀市民生委員児童委員協議会では、本運動の－つとして、ま

た「民生委員･児童委員の日」活動強化週間の取り組みの一つとして、市内の

民生委員･児童委員が一堂に会し、地域におけるその立場や果たし得る役割を

改めて見つめ直し、地域の関係団体｡関係者、関係行政機関等との協働のもと

に地域福祉を推進していくことを目的として、民生委員児童委員大会を開催

します。
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大 会次第

1．開会のことば

Ｚ民生委員児童委員信条朗読

S・横須賀市民生委員児童委員協議会会長あいさつ

4．来賓祝辞

ら．来賓紹介

( 体 憩 ）

６．諾演

7．民生委員の歌斉唱

S，閉会のことば
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三

産官

講 演

学長中村丁次氏
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神奈川県立保健福祉大学
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神奈川県立保健福祉大学学長。徳島大学医学部栄蓑学科卒業後、聖マリア

ンナ医科大学病院を経て、２００３年より神奈川県立保健福祉大学教授。社団

法人日本栄養士会会長、日本臨床栄言学会理事、日本栄言改善学会理事、内

閣府食育推進会議委員等を歴任。２０１１年より現職。
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